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報
会
会
友
鵬
　
会
窓
同
学
大
立
県
崎
長

済
経
際
国
立
県
崎
長
年
2
4
和
昭

　

し
生
誕
に
町
下
川
市
保
世
佐
が
学
大

て
し
と
う
よ
え
迎
を
年
0
4
来
以
て

歴
は
に
月
1
の
年
3
4
翌
。
す
ま
い

知
に
的
国
全
が
保
世
佐
、
り
こ
起
が

い
な
も
間
生
誕
、
に
時
同
と
る
渡
れ

る
れ
ま
込
き
巻
に
争
闘
力
暴
は
校
母

も
に
い
幸
、
が
た
し
ま
り
有
が
機
危

取
の
体
一
の
員
職
教
や
生
学
の
時
当

る
れ
さ
拠
占
が
学
大
り
よ
に
み
組
り

で
ん
及
き
聞
と
た
れ
ら
け
避
は
と
こ

で
校
母
が
態
事
な
様
の
こ
。
す
ま
い

る
知
を
と
こ
た
い
て
し
と
う
ろ
こ
起

ま
い
思
と
い
な
は
く
多
て
し
決
は
人

会
社
の
達
生
学
の
代
時
の
あ
又
。
す

識
意
帯
連
な
烈
強
る
す
発
反
に
制
体

な
来
出
は
事
る
見
と
度
二
後
の
そ
は

。
す

に
る
え
迎
を
年
周
十
四
立
創
て
さ

　

が
広
な
た
新
は
動
活
の
会
友
鵬
り
当

今
。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
作
を
り

部
支
海
東
で
内
市
屋
古
名
、
月
3
年

加
参
の
員
会
の
数
多
が
会
総
起
発
の

無
が
部
支
海
東
、
れ
さ
催
開
り
よ
に

。
た
し
ま
り
な
に
と
こ
る
す
足
発
事

に
国
全
は
会
友
鵬
、
り
よ
に
れ
こ

　

と
と
こ
つ
持
を
点
拠
動
活
の
部
支
8

待
期
が
動
活
た
し
実
充
々
益
、
り
な

。
た
し
ま
り
な
に
様
る
き
で

新
は
会
友
鵬
、
今
に
逆
は
と
れ
こ

　

せ
ま
り
な
ば
れ
け
な
し
識
認
を
と

。
ん

の
会
友
鵬
今
が
護
保
の
報
情
人
個

　

。
す
ま
り
あ
つ
つ

を
費
会
身
終
に
時
学
入
学
大
在
現

　

続
継
を
動
活
は
会
友
鵬
て
し
収
徴

ま
い
て
し
や
増
を
員
会
な
た
新
、
し

の
先
絡
連
の
員
会
新
が
ろ
こ
と
。
す

こ
る
す
手
入
ら
か
学
大
も
え
さ
報
情

後
業
卒
の
等
彼
、
り
な
に
難
困
が
と

が
信
発
の
報
情
な
々
様
の
ら
か
々
我

り
あ
つ
つ
し
生
発
が
況
状
い
な
来
出

。
す
ま

鵬
ら
な
く
続
が
態
事
の
ま
ま
の
こ

　

、
り
な
と
け
ら
だ
穴
は
織
組
の
会
友

た
果
を
能
機
の
て
し
と
会
窓
同
来
将

危
も
と
こ
る
な
く
な
き
で
が
と
こ
す

。
す
ま
れ
さ
惧

的
会
社
う
い
と
護
保
の
報
情
人
個

　

の
限
小
最
要
必
つ
つ
し
識
認
を
求
要

会
友
鵬
き
い
て
し
力
努
に
得
獲
報
情

機
危
う
よ
い
な
の
と
こ
る
す
滅
消
が

一
た
ま
に
学
大
立
県
崎
長
校
母
が
我

　

0
4
学
開
。
た
れ
訪
が
目
節
な
き
大
つ

。
る
あ
で
年
周

離
ら
か
駅
保
世
佐
、
ば
せ
こ
起
い
思

　

ぼ
ん
田
の
浦
相
な
か
ど
の
ら
か
時
当
れ

大
な
さ
小
つ
建
と
ン
ツ
ポ
に
中
ん
ま
の

に
対
反
保
安
が
生
学
の
中
本
日
、
は
学

1
年
3
4
和
昭
た
い
て
し
や
燃
を
志
闘

脚
躍
一
、
い
伴
に
港
入
港
保
世
佐
の
ズ

の
連
学
全
。
る
な
に
と
こ
る
び
浴
を
光

士
闘
の
国
全
い
た
き
置
に
校
本
を
点
拠

動
機
の
で
橋
瀬
平
。
結
集
へ
保
世
佐
が

宿
下
。
も
害
水
う
伴
に
濫
氾
の
川
浦
相

0
8
1
年
学
一
。
円
0
0
7
当
日
で
ト

な
ま
ま
も
動
活
ブ
ラ
ク
は
間
仲
の
程
名

い
て
し
を
ち
持
け
掛
で
数
生
学
ぬ
ら

楽
で
け
だ
う
い
と
生
学
も
で
れ
そ
。
た

単
て
し
と
学
大
済
経
際
国
立
県
崎
長

　

流
後
の
そ
も
校
母
た
し
学
開
で
学
大
科

学
、
設
建
が
棟
、
れ
さ
科
増
が
科
学
通

し
新
に
憶
記
は
更
変
称
名
と
へ
学
大
立

。
い

県
は
ら
か
度
年
来
よ
い
よ
い
て
し
そ

　

。
る
す

る
迎
を
暦
還
や
ま
い
も
生
学
入
回
一
第

日
も
ち
た
」
鵬
「
き
若
。
つ
経
が
月
年

活
て
い
た
ば
羽
に
界
世
ず
ら
な
み
の
本

ろ
あ
で
り
通
の
知
承
は
の
る
あ
で
中
躍

。
う

々
我
、
り
た
あ
に
目
節
い
し
新
の
こ

　

事
行
念
記
の
学
大
て
し
動
連
も
会
友
鵬

肯
を
史
歴
の
々
我
は
と
こ
る
す
援
応
を

。
る
あ
も
で
と
こ
る
す
定

へ
様
皆
の
員
会
会
友
鵬

長
学
学
大
立
県
崎
長

 

　
田
池

 良

祝

学
大
立
県
崎
長は

事
行
念
記
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）
日
（日

。
で
型
加
参
B
O、
動
連
と」
祭
鵬
「

学
開

40

年
周

懐かしい大学風景

つ
つ
り
張
を
胸
の
り
張
弓
、
1

げ
か
か
を
り
誇
の
冠
将
　
　

う
た
う
を
想
理
に
か
ら
高
　
　

れ
ふ
あ
り
ぎ
な
み
は
血
き
若
　
　

ろ
こ
と
く
た
ば
は
の
鵬
　
　

大
立
県
崎
長
ら
れ
わ
　
あ
あ
　
　

に
島
九
十
九
す
さ
ね
か
あ
、
2

る
た
た
し
り
ど
み
く
青
水
　
　

り
語
を
理
真
の
世
の
人
　
　

え
讃
を
然
自
き
し
美
　
　

む
か
拓
を
日
明
く
し
ま
く
た
　
　

大
立
県
崎
長
ら
れ
わ
　
あ
あ
　
　

地
天
新
一
の
路
紫
筑
、
3

は
潮
血
き
熱
の
ら
児
の
千
一
　
　

し
け
る
は
望
希
て
り
鳴
高
　
　

に
空
の
ア
ジ
ア
む
せ
馳
夢
　
　

と
人
の
界
世
む
ま
組
肩
　
　

大
立
県
崎
長
ら
れ
わ
　
あ
あ
　
　

介
恵
上
溝
／
詞
作

二
雄
村
西
／
曲
作

歌
学
学
大
立
県
崎
長

（長崎県立大学30年のあゆみより）

（開学当時の本学風景）（開学当時の本学風景） （懐かしい体育館）（懐かしい体育館）

（正門風景）

が
会
友
鵬

ば
れ
け
な
え
越
り
乗

の
も
い
な
ら
な

一
敬
田
前
　
長
会
会
友
鵬

年
周
0
4
立
創
の
学
大
立
県
崎
長

　

。
す
ま
げ
上
し
申
び
慶
お
り
よ
心
を

に
年
永
、
は
に
様
皆
の
員
会
会
友
鵬

対
に
と
こ
る
い
て
い
頂
を
援
支
ご
の

。
す
ま
げ
上
し
申
礼
お
り
よ
心
し

崎
長
で
付
日
1
月
1
年
本
、
は
私

　

。
た
し
ま
し
任
就
に
長
学
の
学
大
ト

学
大
両
に
月
4
年
0
2
成
平
、
た
ま

定
予
長
学
の
」
学
大
立
県
崎
長
「
い

。
す
ま
り
あ
も
で
者

成
平
、
は
学
大
立
県
崎
長
、
て
さ

　

法
学
大
立
公
県
崎
長
り
よ
度
年
7
1

。
す
ま
り
お
て
れ
さ
営
運
り
よ
に
人

で
ま
度
年
2
2
ら
か
度
年
7
1
成
平

ま
え
迎
を
目
年
3
度
年
本
、
し
定
策

り
お
で
ん
進
に
実
着
は
画
計
、
が
す

人
、
は
念
理
本
基
の
学
大
新
。
す
ま

と
針
方
育
教
を
求
希
和
平
と
重
尊
間

も
で
力
究
研
る
す
持
保
が
学
大
、
し

り
あ
で
と
こ
る
す
献
貢
に
会
社
際
国

。
す
ま

史
歴
の
年
0
4
は
学
大
立
県
崎
長

　

の
生
窓
同
ぶ
及
に
人
万
1
、
り
誇
を

す
り
た
め
止
り
た
せ
わ
失
を
史
歴
は

永
は
統
伝
の
そ
、
く
な
は
で
の
も
る

更
、
で
上
の
そ
。
す
ま
れ
さ
承
継
く

進
が
合
統
く
べ
る
め
求
を
展
発
る
な

。
す
で
の
る
れ
ら
め

、
育
教
た
れ
優
、
は
で
学
大
い
し
新

サ
生
学
い
高
の
質
、
究
研
る
あ
色
特

際
国
と
域
地
は
て
し
対
に
生
学
。
す

に
材
人
る
き
で
躍
活
と
々
堂
で
場
の

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
げ
上
て
育

と
性
個
の
人
一
人
一
生
学
、
に
く
と

よ
る
め
進
に
的
極
積
も
を
験
体
会
社

。
す
ま
い
て
し
奨
推
う

と
来
将
は
志
同
生
学
、
り
あ
で
」
師

の
会
友
鵬
、
て
し
そ
。
す
ま
い
思
と

と
い
た
り
賜
を
援
支
ご
て
し
と
」
輩

。
す
ま
い
思

ば
選
に
生
学
、
が
学
大
立
県
崎
長

　

大
い
な
ら
な
は
て
く
な
に
域
地
、
れ

り
く
つ
を
盤
基
る
た
固
確
て
し
と
学

発
の
界
世
め
じ
は
を
ア
ジ
ア
、
げ
上

う
よ
る
な
に
学
大
る
き
で
献
貢
に
展

け
続
を
力
努
の
限
大
最
々
共
員
職
教

創
が
学
大
立
県
崎
長
。
す
ま
り
参
て

の
」
学
大
立
県
崎
長
「
い
し
新
、
て

え
添
力
お
の
々
益
、
て
け
向
へ
展
発

。
す
ま
げ
上
し
申
い
願
お
を

※写真はイメージです。
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願
お
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再

業
事
念
記
の
年
周
0
4
ら
か
春
年
今

　

の
ス
バ
ロ
ク
イ
マ
り
乗
人
0
3
て
し
と

友
鵬
を
金
募
の
め
た
の
贈
寄
の
へ
学
大

し
ま
き
て
し
い
願
お
に
様
皆
の
員
会
会

い
届
も
に
分
半
の
額
金
標
目
だ
ま
い
て

し
際
に
行
発
報
会
回
今
。
ん
せ
ま
い
て

と
こ
る
え
訴
に
意
善
の
ん
さ
皆
度
再
て

。
た
し
ま
り
な
に
　

11
月
10

・
）
土
（

11

鵬
「
の
）
日
（

な
行
で
内
学
大
を
式
呈
贈
非
是
に
」
祭

ま
し
い
願
お
を
力
協
ご
非
是
め
た
の

。
す

）
し
な
限
制
数
口
（
円
0
0
0
、
5
口
一
●

。
い
さ
下
み
込
振
ら
か
局
便
郵
の
く
近
●◆
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年
周
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呈
贈
ス
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ロ
ク
イ
マ
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へ
学
大
・
　

催
開
ト
ン
ベ
イ
加
参
祭
鵬
・
　

、
ン
コ
ス
ミ
、
店
出
）
例
（
　
　
　

ど
な
ド
ン
バ
じ
や
お
　
　
　
　
　

中
集
募
を
間
仲
る
来
出
加
参
へ
祭
鵬
※

長崎県
立大学

式典当日は
各支部から多数
参加の予定です

懐かしい顔に会えますよ！
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ら
知
お
て
い
つ
に
動
活
の
部
支
東
関

　

皆
の
員
会
の
国
全
ず
ま、
に
前
る
す
せ

い
た
き
だ
た
い
て
せ
さ
告
報
ご
に
方
様

。
す
ま
い
ざ
ご
が
と
こ

、
て
し
ま
い
な
か
が
願
念、
宏
室
小、
私

、
に
め
た
の
学
大
立
県、
り
よ
日
一
月
四

し
ま
り
な
に
う
よ
る
け
働
中
時
六
四

。
た

。
す
で
京
東、
は
地
拠
本
の
動
活

、
て
り
借
を
机
に
所
務
事
京
東
県
崎
長

。
す
ま
い
て
い
動
に
心
中
を
内
都、
日
毎

任
特
人
法
学
大
立
公
県
崎
長、
は
分
身

。
す
で
囲
範
備
守
も
学
大
ト

現
実
が
と
こ
な
う
よ
の
下
以、
は
来
将

ろ
い
ろ
い
の
く
多
も
で
人
一
を
学
大
ト

。
す
ま
い
て

業
企
・
援
支
職
就
の
へ
生
学
学
大
両
◇

供
提
へ
学
大
両
を
等
報
情
用
採
の

　

生
学
る
す
動
活
職
就
で
辺
周
京
東
・

　

紹
業
企、
導
指
接
面、
談
相
（援
支
の

　

）
等
供
提
報
情
種
各、
介

　

へ
業
企
た
れ
く
て
し
用
採
を
生
学
・

　

携
連
の
と
生
業
卒
・

　

た
し
携
連
と
部
支
会
窓
同
の
国
全
・

　

援
支
職
就

　

集
募
の
生
学
学
大
両
◇

の）
内
州
九
・
圏
都
首
に
主
（国
全
・

　

問
訪
の
へ
校
学
等
高

　

成、
先
職
就
（供
提
報
情
の
生
学
在
・

　

）
等
況
状
の
得
取
格
資

　、
績

得
獲
金
資
部
外
◇

、
会
興
振
術
学
本
日、
省
学
科
部
文
・

　

集
収
報
情、
問
訪
の
へ
等
業
企
間
民

　

  

請
申
び
よ
お

　

、
は
先
絡
連

三
の
六
の
二
町
河
平
区
田
代
千

内
所
務
事
京
東
県
崎
長

　館
会
県
府
道
都

一
七
〇
二
̶
四
六
二
三
̶
三
〇
Ｌ
Ｅ
Ｔ

三
七
〇
二
̶
四
六
二
三
̶
三
〇
Ｘ
Ａ
Ｆ

三
〇
五
一
̶
九
六
五
九
̶
〇
九
〇
帯
携

。
す
ま
し
た
い
い
願
お
く
し
ろ
よ

定
予
る
れ
さ
催
開
で
区
地
東
関、
て
さ

。
す
で
ト
ン
ベ
イ
の

。
す
ま
べ
並
き
書、
が
す
ま
り

）
曜
日
（日
六
十
月
九
●

長
会
田
前。
す
ま
し
催
開
を
会
総
部
支

り
お
て
し
頼
依
を
席
出
ご
も
に
学
大
と

。
す
ま

食
飲
の
営
経
Ｂ
Ｏ
の
く
近
は
降
以
時
五

。
す
ま
い
行
を
会
親
懇
で
店

）
曜
土
（日
四
十
二
月
一
十
●

    
 

麦
蕎
新、
に
師
講
を
Ｂ
Ｏ
い
深
の
詣
造

。
す
ま
き
開
で
会
の
ち
う

も
は
人
い
た
み
て
し
験
体
を
ち
う
麦
蕎

迎
歓
大
も
人
の
け
だ
る
べ
食、
ん
ろ
ち

。
す
で

葉
紅
は
う
こ
向
川
の
荘
別、
期
時
の
こ

の
地
産
の
り
わ
だ
こ、
店
お
い
し
い
お

ｇ
〇
〇
五、
ら
た
し
ま
り
あ
が
粉
ば
そ

て
べ
比
べ
食。
い
さ
だ
く
ち
持
お
度
程

可
も
み
込
り
泊
の
ら
か
日
三
十
二
日
前

。
す
で
能

旬
中
月
一
●

 

談
雑
の
ら
が
な
み
飲
を）
？
酒
お
（茶
お

。
す
ま
い
て
し
画
企
を
会
の

め
初
月
四
か
末
月
三
●

 

で
会
の
桜
観
た
し
ま
り
な
に
例
恒
年
毎

。
す

部
支
東
関、
ら
た
し
ま
り
ま
決
が
細
詳（http://ho-yu.com

せ
ら
知
お
で）

。
い
さ
だ
く
て

て
し
加
参、
ば
け
つ
が
合
都
ご、
お
な

　

案
ご
て
せ
わ
あ
を
し
催
い
た
き
だ
た
い

。
す
ま
し
た
い
内

）
曜
金
（日
九
十
月
十
●

    
        

」
べ
夕
の
保
世
佐
と
さ
る
ふ
「会
保
世
佐
京
東

、
め
じ
は
生
業
卒
校
高
の
内
市
保
世
佐

ま
り
ま
集
が
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縁
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岡
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友
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築
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・
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友
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が
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時
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２
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９
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催
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岐
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２
約
は
に
県
岡
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催
開
が
会
総
起
発
部
支

の
部
本
会
友
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催
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上
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催
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熱
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ら
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例
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上
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平成19年度　関西支部総会のお知らせ
●日時：平成19年 10月 6日（土）17：30～
●会場：ヒルトン大阪 2F ブラッセリー「チェッカーズ」
　［大阪駅南すぐ　tel.06-6347-0310］
●会費：3,000円

※9月 30日までに同封の出欠はがきでお申込下さい
※お問合せは／金子 順興 (tel・fax078-794-1053)

平成 18年 9月30日（土）
赤堀先生を囲む会&支部総会
平成 18年 9月30日（土）
赤堀先生を囲む会&支部総会

平成 19年 3月21日（祝）支部発起総会平成 19年 3月21日（祝）支部発起総会

平成 19年 4月14日（土）支部総会平成 19年 4月14日（土）支部総会長崎市内長崎市内



従来の FAX 番号は廃
止し、電話番号と一緒
になりました。
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!!

鵬友会ホームページを見ていますか？
住所変更はホームページでOK

現在、鵬友会のホームページは随時リニューアルし、最新情報が盛り沢山。
デザインも、以前とは一味違ったホームページになっています。
大学の近況、鵬友会の活動状況、会員の声など情報が一目で………。
もちろん住所変更等にもご利用いただけます。

［鵬友会ホームページ］http://homepage1.nifty.com/ho-yu-/
［鵬友会メールアドレス］ho-yu-@nifty.com
［管理者メールアドレス］komuro@ho-yu.com（小室 宏／関東支部長）欠

出
の
ら
か
会
友
鵬
ん
さ
皆
の
生
業
卒

。
い
さ
下
て
し
信
返
ず
必
は
等
キ
ガ
ハ

。
す
で
の
る
い
て
し
援
応

0120・47・9044

0956・47・5146

フリーダイヤル

お知らせ

事務局への連絡はフリー
ダイヤルが便利です。活用
して下さい。

（4）鵬友会会報「おおとり」第20号　平成19年9月1日発行

メール メール

メールでの情報を希望の会員はアドレスをお教えください。
　年々会員数が増加するなかで、総会や各支部活動の案内の連絡を、従来の郵便に頼っていたのでは、同窓会活動経費を圧迫してしまいます。そこで今後は積極
的に電子メールを使った情報連絡に取り組むことを決議しました。つきましては、会員の皆様のメールアドレスを管理者にお教えください。
なお、会員の皆様からいただいたメールアドレスは、プライバシー保護の観点から、厳重に管理し、他へは一切漏らしませんので、ご安心ください。

メールアドレスの管理者氏名／小室　宏・役職／関東支部支部長・アドレス／ komuro@ho-yu.com（ここにメールを送って下さい）

電子メールアドレス管理者

●メールによる情報連絡の流れ

本部・支部の情報

同窓会事務局又は各支部 鵬友会会員
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来年度から仲間になる県立長崎シーボルト大学って？

【シーボルト校】
所在地：長崎県長与町まなび野1-1-1
●学　部／国際情報学部
　　　　　　国際交流学科、情報メディア学科
　　　　　看護栄養学部
　　　　　　看護学科、栄養健康学科
●大学院／国際情報学研究科（新設予定）
　　　　　　国際交流学専攻、情報メディア学専攻
　　　　　人間健康科学研究科
　　　　　　看護学専攻、栄養科学専攻

いよいよ来年度から県立長崎シーボルト大学との統合が
行われ２つの大学が１つになり、分離キャンパス方式の
新たな「長崎県立大学」がスタート（設置認可申請
中）。来年度からは佐世保校約４５０名、シーボルト校
約２４０名の入学生を受け入れます。交流も盛んになり
益々発展する母校にエールを送りたいと思います。

東棟

正門

。
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が
葉
言
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し
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学
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年
昨

求む、セミナー応援者
本年は10月13・14日開催、参加学生は
100名以上。多数の応援者を期待。

お問い合わせ・お申し込みは
各支部長又は鵬友会事務局まで

年々就職セミナー参加希望者の増える状況下で、鵬
友会では大学と一体となり、試行錯誤でセミナーメ
ニューを考えてきました。
模擬面接、OB体験談、ミーティングや講演会、自
己分析等。実施するにあたって多くのスタッフが必
要となりますが、応援OBの数が不足しています。
是非お手伝い下さい。
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（平成18年度就職セミナー）（平成18年度就職セミナー）

 

　
月
　

・
）
土
（
日

　

）
日
（
日

10

13

14



平成18年度予算及び決算報告書
平成19年３月31日

《収入合計》　7 , 6 2 6 , 4 3 4 ̶《支出合計》　7 , 4 6 6 , 2 7 5 ＝《次年度繰越金》　1 6 0 , 1 5 9
平成19年6月13日　鵬友会会長　前田　敬一

収支決算書及び付属書類は適正であり、その計算は正確と認めます。
　　　　　　　　　　　　　会計監査    宮地　学  ・千北　裕吉

平成19年度予算
平成19年3月31日（収入の部）（単位：円）

同窓会は終身会費で運営されています。会費納入にご協力下さい。

平成18年度貸借対照表
平成19年３月31日（単位：円）

資産の部 負債・資本の部

現　　金

普通預金

定期預金

1 6 , 5 7 0

1 , 2 5 2 , 3 3 4

5 , 2 4 2 , 5 8 7

計 6 , 5 1 1 , 4 9 1 計 6 , 5 1 1 , 4 9 1

40周年積立金

記念品積立金

鵬友会基金
特別積立金

繰越金

1 , 1 0 8 , 7 4 5

－

5 , 2 4 2 , 5 8 7

1 6 0 , 1 5 9

平成18年度財産目録
平成19年３月31日（単位：円）

金　　額 預　入　先預金種目

現　　金

普通預金

定期預金

預金合計

出資金

合　　計

1 6 , 5 7 0

6 3 3 , 5 3 0

5 7 2 , 2 2 6

4 6 , 5 7 8

5 , 2 4 2 , 5 8 7

6 , 5 1 1 , 4 9 1

－

6 , 5 1 1 , 4 9 1

佐世保西郵便局  No.01870-9-16041

親和銀行本店営業部  No.2334464

親和銀行上相浦出張所  No.0064696

親和銀行本店営業部　4口

平成18年度40周年積立金
平成19年３月31日（単位：円）

金　　額 備　考

期首残高

期中増減

期末残高

1 , 2 3 3 , 3 0 3

4 8 5 , 0 0 0

－ 6 0 9 , 5 5 8

1 , 1 0 8 , 7 4 5

新規募金

新規募金にかかる諸経費
3／6　  40周年記念事業案内印刷費　174,300
3／20　40周年記念事業発送費        　435,258

平成18年度鵬友会基金特別積立金
平成19年３月31日（単位：円）

金　　額 備考

期首残高

期中増減

期末残高

5 , 2 4 1 , 4 2 4

1 , 1 6 3

5 , 2 4 2 , 5 8 7

定期受取利息

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

科　目 予算金額 備　　考

会費（卒業生）

会費（新入生）

名簿代

預金利息

雑収入

  （小　計）

前年度繰越金

　合　　計

1 2 0 , 0 0 0
5 , 7 0 0 , 0 0 0

－
2 , 2 0 0

－
5 , 8 2 2 , 2 0 0
1 6 0 , 1 5 9

5 , 9 8 2 , 3 5 9

＠12,000×10名

＠12,000×475名

8支部

科　目 予算金額 備　　考

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

留学生関係費

会議費

総会費

雑　費

部活援助費

就職活動援助費

  （小　計）

   次年度繰越金 

　合　　計

2 5 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

9 0 0 , 0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

1 5 0 , 0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

5 0 0 , 0 0 0

2 0 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

3 2 , 3 5 9

2 5 0 , 0 0 0

1 5 0 , 0 0 0

5 , 9 8 2 , 3 5 9
－

5 , 9 8 2 , 3 5 9

（支出の部）

（収入の部）（単位：円）

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

科　目 予算金額 備　　考

会費（卒業生）

会費（新入生）

名簿代

預金利息

雑収入

  （小　計）

前年度繰越金

　合　　計

1 2 0 , 0 0 0
6 , 0 0 0 , 0 0 0

－
1 , 6 0 0

3 0 0 , 0 0 0
6 , 4 2 1 , 6 0 0
5 7 5 , 1 9 7

6 , 9 9 6 , 7 9 7

＠12,000×13名

＠12,000×500名

1冊

57名

科　目 予算金額 備　　考

鵬祭援助金

卒業記念品代

通信費

人件費

支部活動費

旅費交通費

渉外費

事務局費

印刷費

鵬友会基金特別積金

留学生関係費

会議費

総会費

雑　費

部活援助費

就職活動援助費

40周年記念事業基金

  （小　計）

   次年度繰越金 

　合　　計

2 5 0 , 0 0 0

2 5 0 , 0 0 0

1 , 3 0 0 , 0 0 0

8 0 0 , 0 0 0

7 0 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

3 5 0 , 0 0 0

4 0 0 , 0 0 0

1 , 0 0 0 , 0 0 0

1 , 0 0 0

－

2 0 0 , 0 0 0

1 , 1 0 0 , 0 0 0

4 5 , 7 9 7

2 0 0 , 0 0 0

3 0 0 , 0 0 0

－

6 , 9 9 6 , 7 9 7

－

6 , 9 9 6 , 7 9 7

実績金額

1 5 6 , 0 0 0
6 , 0 0 0 , 0 0 0

3 , 0 0 0
3 , 2 3 7

4 0 4 , 0 0 0
7 , 0 5 1 , 2 3 7
5 7 5 , 1 9 7

7 , 6 2 6 , 4 3 4

実績金額

 2 5 0 , 0 0 0

2 5 3 , 6 8 0

1 , 6 4 9 , 5 6 3

9 3 0 , 7 3 0

7 0 0 , 0 0 0

3 7 4 , 7 9 0

2 8 6 , 5 3 1

1 5 8 , 0 8 0

1 , 2 2 7 , 2 2 5

1 , 1 6 3

－

1 9 0 , 0 4 6

7 8 1 , 7 8 1

2 0 , 0 3 9

2 0 , 0 0 0

1 3 7 , 6 4 7

4 8 5 , 0 0 0

7 , 4 6 6 , 2 7 5

1 6 0 , 1 5 9

7 , 6 2 6 , 4 3 4

（支出の部）
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